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【事例発表】

島根県邑南町の取り組み

資料３



・位置は、島根県の中央部

・浜田市、江津市、川本町、美郷町、

広島県安芸高田市、北広島町、三次市に接地

・中山間地域に代表的な盆地の多い地形

・標高は、100m～600m

・面積は、419.22k㎡うち86％が山林

島根県内町村で最大

島根県中央部の山間にある自然豊かな町

島根県邑南町（おおなんちょう）
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邑南町の人数 【人口推移】 （国勢調査）・国立社会保障人口問題研究所

合併

邑南町はどんなまち？

直近の５年間の人口減少が鈍化

が緩やかに

危機感
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2015年推計値
(2013年社人研試算) 11,031人
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国立社会保障・人口問題研究所

将来人口推計（総人口）
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（各年10月1日時点の推計人口：2015年は国勢調査による実績値） 4



国立社会保障・人口問題研究所

将来人口推計（年少人口）
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15歳未満の人口推計もプラスに変化
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（各年10月1日時点の推計人口：2015年は国勢調査による実績値）
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（１） “攻め”のＡ級グルメ構想

（２） “守り“の日本一の子育て村を目指して

＋ 徹底した移住者ケア

攻めと守りの定住プロジェクト（平成２３年度～）

５年間

１０年間

「A級グルメのまち」 商標登録
「食」と「農」を切り口にした町づくりを推進する邑南町のキャッチフレーズとして「A級グルメのまち」を2011年３月
に商標登録。優れた食材や生産者への誇りも込めたネーミングで町全体をブランド化し、認知度やイメージの
向上につなげています。
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Ｈ２３邑南町農林商工等連携ビジョン （官民協同による食と農を中心とした産業振興ビジョン）

Ａ級グルメ構想
ここでしか味わえない食や体験

ビジョンの骨子

地産地・外商レストランによる
経済循環

地域おこし協力隊（総務省）
による外部人材の活用

地産地・外商レストランによる
経済循環

町内レストラン

町内店舗アベル内

広島三越内

耕すシェフ

アグリ女子・男子

耕すあきんど

料理＋農業

有機農業＋６次産業

産直市＋農業

食の学校

農の学校

1 2 3

広
島

具体的に紹介します
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子育て支援の目玉施策

◆中学校卒業まで医療費が無料

◆保育料第２子目以降完全無料

安心な医療体制 24時間救急受付

ドクターヘリによる救急対応

日本一の子育て村を目指して
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プロローグ

合併後のまちづくり～地域力の醸成

10

≪基本理念≫
（１）住民が主役・・・・まちづくり基本条例の制定
（２）周辺を大切に・・集落が基本単位（216集落）

自治会の結成（39自治会）
自治会担当職員の設置 情報の共有

協働のルールづくり

自立を促す

☆学びながら地域づくり・・・公民館の配置・職員３名体制
夢づくりプラン

☆合併後の一体感をどう高めるか
・・・ケーブルテレビの活用（加入率96％）

自ら課題抽出→解決

小学校区に
12公民館
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自治会に年間の活動費を補助

• 最大交付自治会 年1,215,600円(308世帯)

• 最小交付自治会 年 327,100円（19世帯）

①自治会活動補助金

《均等割》 200,000円（光熱水費等14万＋小修繕費6万円）

(自治会館の指定管理を受託している自治会に限る。ただし、特別な事情がある場合は別に定める。)

《戸数割》 1戸当たり1,500円 ※戸数は住基戸数

(戸数が50戸に満たない場合は、50戸として計算した額とする。)

②業務委託補助金（行政事務手当）

《均等割》 1集落当たり11,800円

《戸数割》 1戸当たり1,000円 ※戸数は住基戸数

③地域活性化補助金

《戸数割》 1戸当たり 500円 ※戸数は住基戸数

町が行う事務及び業務の一部を自治会と町が協定書を締結して補助金を交付
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公民館エリアを中心に、人づくり、地域づくりの拠点
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地区別戦略で実現した事業

都市交流モデルコンペに応募し採択された地区の取組
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地区別戦略で実現した事業

地域のニーズを事業化
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全ての地区で戦略を策定
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公民館の人員体制 公民館等の活動状況

■公民館長 １名

○非常勤特別職

○勤務日数 規定なし

○報酬 307,200円／年

■公民館主事 １名

○町正規職員

○勤務日数 常勤

■任期付短時間職員 １名

○勤務日数 31時間／週

○賃金 146,400円／月程度

○町内12ある公民館全てに町の正規

職員を配置。地域の特色を活かした

「人づくり」を推進。地域課題解決

に向けた学びや交流活動を展開。

○社会教育・生涯学習を中心とした活

動を進めながら、地域づくりを担う

人づくりに積極的に取り組む。

※集落や自治会等が取り組む地域づく

り計画（夢づくりプラン）の策定・

取り組みを公民館も支援

公民館の人員体制と活動状況
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おおなんSmileから

113
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